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不適切な会計処理の発覚及び現時点での社内調査状況について 

 
平成 19 年 3 月期決算の会計監査過程におきまして、平成 18 年 3 月期のエンジニアリング事業

部売上物件で適切でない売上計上が判明致しました。エンジニアリング事業部は、従来事業と業

態の異なる新規事業であります。当社は鋳鉄管製造･販売の従来事業を主とした製造会社であり、

営業と製造の間で牽制機能が働き、過去同種の問題は発生しておらず、エンジニアリング事業部

以外で問題が発生することは考えづらいと判断致しました。従いまして、同事業部の全売上物件

(平成 15 年度以降)を社内調査の対象と致しました。取引の内容･売上時期などの適切性について社

内調査を行ってまいりました結果、売上及び利益の早期計上などの不適切な会計処理が、同事業

部において複数年度にわたり為されていたことが判明致しました。 
現時点までの社内調査において、認識に至った状況･原因及び概算影響額などの概要は下記のと

おりです。また、本日開催の取締役会にて、弁護士･公認会計士から構成される外部調査委員会を

設置することを決議致しました。その目的は、下記社内調査結果の検証、エンジニアリング事業

部以外の部門における会計処理のチェック、役職員の関与の有無を含めた原因究明、更に再発防

止策の提言を頂くことなどです。同委員会の委員につきましては今後速やかに選定致します。同

委員会での調査結果がまとまり次第、平成 19 年 3 月期決算短信を発表致します。(5 月 31 日発表

予定) なお、過年度につきましては、6 月中旬を目処に決算短信等の訂正を行う予定です。更に、

有価証券報告書等の訂正を行う予定です。 
 株主･投資家並びに取引先の皆様、そして市場関係者の皆様には、多大なるご迷惑とご心配をお

掛けすることになり、ここに深くお詫び申し上げます。 
 

記 
1. 不適切な会計処理の期間 

平成 15 年 4 月～平成 18 年 3 月 
 

2. 訂正を要する決算短信等 
平成 16 年 3 月期～平成 19 年 3 月期 第 3 四半期 
 

3. 現時点までの社内調査において認識に至った状況･原因 
① 判明した不適切な会計処理 

イ．平成 18年 3月期のエンジニアリング事業部売上物件で不適切な売上計上がありまし

た。同事業部は工事の元請業者から工事資材が発注されることを当社顧客(当社にと

っての発注元)と目論見、売上計上しましたが、元請業者から他社に発注されたこと

が明らかとなり、売上を取消さざるを得ないことが判明したものです。 
 
 



 
ロ．エンジニアリング事業部において、平成 16 年 3 月期～平成 18 年 3 月期の売上物件

で、出荷などの売上計上ができる条件が満たされていないにも拘らず、早期売上計

上がありました。 
ハ．平成 18 年 3 月期において発生した費用について、一部合理性を欠く翌期への繰り延

べが確認されました。 
 

② 現時点までの社内調査、関係者からヒヤリングを行った結果、こうした不適切な会計処

理は、エンジニアリング事業部が売上及び利益目標を達成せんとして行った行為と考えら

れます。また、その背景としては、同事業部が平成 15 年 4 月発足と歴史が浅く、目標達成

への重圧感が強かったこと、更にコンプライアンス意識の不足、内部統制が不充分であっ

たことなどが要因と思われます。 
 
4. 現時点までの社内調査において認識に至った概算影響額 

下表の訂正後の数値は、現時点における概算であり、今後の外部調査委員会による調査結果

及び監査法人による監査の結果、変更となる可能性があります。 
 
平成 16 年 3 月期                          （単位：百万円） 

連  結 単  体 
訂正前 訂正額 訂正後 比率 訂正前 訂正額 訂正後 比率 

 

A B A＋B B／A C D C＋D D／C 
売 上 高 14,903  －237 14,666 －1.6% 13,820 －237 13,582 －1.7% 
経 常 利 益 620 －34 586 －5.5% 633 －34 598 －5.4% 
当期純利益     218 －20 198 －9.2% 230 －20 210 －8.7% 
 
平成 17 年 3 月期                                  （単位：百万円） 

連  結 単  体 
訂正前 訂正額 訂正後 比率 訂正前 訂正額 訂正後 比率 

 

A B A＋B B／A C D C＋D D／C 
売 上 高 17,512  －406 17,106 －2.3% 16,516  －406 16,110 －2.5% 
経 常 利 益 702 －6 696 －0.9% 711 －6 705 －0.8% 
当期純利益     365 －4 361 －1.1% 348 －4     344 －1.1% 

 
平成 18 年 3 月期                                  （単位：百万円） 

連  結 単  体 
訂正前 訂正額 訂正後 比率 訂正前 訂正額 訂正後 比率 

 

A B A＋B B／A C D C＋D D／C 
売 上 高 18,256  －398 17,858 －2.2% 16,022  －398 15,624 －2.5% 
経 常 利 益 672 －123 549 －18.3% 520 －123 397 －23.6％ 
当期純利益  －129 －75 －204 －58.1% －192 －75 －267 －39.1％ 

 
○平成 19 年 3 月期につきましては、現時点では、過年度訂正分の影響により連結･単体とも売上

高は 1,006 百万円の増加、経常利益は 155 百万円の増加となります。なお、業績予想の修正に

つきましては、整理でき次第、開示致します。 
 

○ 中間期･四半期につきましては、整理でき次第、開示致します。 
                                      以上 


